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[ １ ]改 革( 2 )

… 信 仰 心 の 自 由 （ 原 始 キ リ ス ト 教 に 回 帰 。）

カ ト リ ッ ク （ 旧 教 )に 対 す る プ ロ テ ス タ ン ト （ 新 教 ） 成 立

[２ ] 『 キ リ ス ト 者 の [３ ]』１ （ 1 6Ｃ 、 独 ）

ａ で 宗 教 改 革 開 始 （ カ ト リ ッ ク に よ る 販 売 に 反 対 ）[４ ]カ 条 の 意 見 書 [５ ]状

ｂ … ｢救 い の 知 ら せ ｣を 信 じ 、 罪 を 悔 い 改 め る[６ ]主 義

[７ ]義 認 説 [８ ]中 心 主 義ｃ と

… 人 が 義 と さ れ る の は 、 た だ 信 仰 に よ る

宗 教 的 な た だ し さ

∴ 教 会 の 権 威 を 否 定 c f . 自 由 意 志 は 認 め な い

万 人 [９ ]主 義ｄ

… 全 て の 人 は 直 接 神 と か か わ る

∴ 聖 職 者 の 権 威 を 否 定

職 業 [ 1 0 ] 観 （ 職 業 神 授 説 ）ｅ

… 全 て の 職 業 は 天 職 c f . 万 能 人 で な く て よ い

c f . （ 1 6 Ｃ 、 ﾈ ｰ ﾃ ﾞ ﾙ ﾗ ﾝ ﾄ ＜ 今 の ｵ ﾗ ﾝ ﾀ ﾞ ・ ﾍ ﾞ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ＞ の 人 文 主 義 者 ）[ 1 1 ]

＿ 過 激 を 嫌 う 平 和 主 義 者 な の で 、 宗 教 改 革 に は 中 立 的 態 度

『 愚 神 礼 讃 』 … 教 会 の 腐 敗 や 王 侯 の 悪 を 風 刺 し て 、 宗 教 改 革 に も 大 き な 影 響
ぐ し ん ら い さ ん

２ （ 1 6 Ｃ 、 仏 出 身 → ス イ ス で 活 躍 ）[ 1 2 ]

『 キ リ ス ト 教 [ 1 3 ] 』ａ

ｂ … 魂 が 救 わ れ る か 否 か は 、 神 が 予 め 決 定 。[ 1 4 ] 説

人 間 は 神 の 栄 光 の た め に 生 き る

神 の 意 志 を 実 現 す る こ と

→ 職 業 召 命 観 と 結 び つ き 、 禁 欲 と 勤 労 を 奨 励 し 、 営 利 活 動 と 蓄 財 を 肯 定

比 ： カ ト リ ッ ク で は 清 貧 が 美 徳

∴ の 精 神 的 土 台 に[ 1 5 ] 主 義 経 済

個 人 （ 民 間 人 ） が 利 益 を 資 本 （ も と で ） と し て 拡 大 再 生 産 を 行 う こ と に よ っ て 、 社 会 全 体 が 経 済 成 長

c f . （ 1 9 ・ 2 0 Ｃ 、 独 の 社 会 学 者 ）マ ッ ク ス ＝ [ 1 6 ]

『 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 倫 理 と 資 本 主 義 の 精 神 』

… カ ル ヴ ァ ン の 思 想 が 資 本 主 義 経 済 の 精 神 的 土 台 と な っ た こ と を 明 ら か に し た

M E M O e t c .


